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生きる力とは…やりがいを持つことだ！

Hさんの妻 84歳は、脱水、低栄養状態となり入院と

なった。認知症も進み、食事介助しても食べることが

できず吐き出してしまう。医者からは胃ろう造設を勧められた。

家族は悩みに悩んだ末に「胃ろうは造りたくない。最期は家で過ご

させてあげたい」と強く望み、退院する。

病院の医者からは「衰弱しているため、2週間くらいかと…」と言われた。

家に帰ると訪問看護師が中心となり、訪問診療医と連携を図り、介護休暇を取った娘、Hさん

と みんながチームを組み介護を行った。2週間と言われたが、自宅でも点滴や在宅酸素を行っ

たり、痰が絡むと吸引することも度々あった。

娘の介護休暇も厳しい状況になり、Hさんも介護疲れから体調を崩しながらも、2ヶ月間 懸命

な介護を行い、とうとう 終止符がうたれ Hさんの妻は天国へと旅立った。

Hさんは、その後 心身共に不安定となり、体調を崩し入院となった。

退院後は「ケアホーム希望」を利用するようになる。自宅の2階は、妻と過ごした仕事場で、

ミシンや布でいっぱい。

「Hさんが元気を取り戻すにはどうしたらよいか？」と、考え「仕立ての仕事を夫婦でして

いた Hさんにもう一度ミシンを使った縫い物をしてもらったらどうだろうか？」と、みんなで

考えた。今では みんなに励まされ、手さげ袋やエプロンなどを縫ってくれている…。
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天国から見ているからね
ちゃんと縫わないと
返品されちゃわよ

今では、元気を取り戻し頑張っています！

通園バックやエプロンなど、注文も受け付けています。

おじいちゃん
ありがとう！

美味しい料理を
作りますね

すてきなエプロンを
作ってもらったわね
お似合いだわ



2月の誕生日会

まぁ～うれしい！
誕生日なんて
忘れていたわ

Kさん 94歳は、食事が

食べれなくなり衰弱して

きている。

84歳の妹さんと2人で

暮らしていたが、家に帰れなくなり 今は

ケアホーム希望で「泊まり」のサービスを利用

しているが、家族はいつも面会に来てくれる。

姉ちゃん

幸せやね～

日
誌

の ぞ み

希 望 寝たきりになっても 幸せ！

いつでも家族が

そばにいてくれる

正月に

家に帰れて

良かったね！

緑 鬼
： 怒 り： 貪 欲

いくつになっても
お祝い事は
いいですね～
ありがとう

今年の方角は
北北西
だったよね： 甘 え

五色の鬼は、全て人間の卑しい気持ち
本当の鬼は自分の中にいるのかもしれませんね

福は～内！

わしは
青鬼

黒 鬼 ： 愚 痴

鬼の色には意味があるって！

私は
赤鬼かしら？

食いしん坊
だねぇ～


